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本論文では，2005年以降2018年までに景観・デザイン研究講演集に収録された763本の口頭発表論文タイ

トルを対象として， KH Coderによって景観研究動向を可視化しながら探索的な分析を試みた．頻出語を

年別に抜き出した表はマーキング等によって推移を強調することで，さらに分析すべきポイントを確認で

きた．共起ネットワーク図は意味の読み解きのためにはさらに補足が必要と考えられる． 
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１．より民主的な調査分析に向けて 
 
 人口・社会構造の大きな変容を背景に，エビデンスや

客観性の必要が主張され，手法の多様化と洗練も進んで

いる．KH Coderは計量テキスト分析に用いられる無料の

プログラム1)であるが，研究者でもある開発者のウェブ

サイトに紹介される活用例を見ると，必ずしも社会調査

の専門家だけに用いられているのではないことがわかる．

テキストのまとまりを計量的に読み取り可視化すること

に質的な意味や楽しみを見いだす人々の姿は，分析を求

心力としてコミュニティを形成しているようにも見える．

煩雑でない手法があれば，社会や空間の調査がより分散

的に，市民や地域住民に近づきうる例である．また，公

開データの二次分析であればデータ収集コストも低く，

誰もがより自由に分析者として対象への関心や理解を深

められ，言説形成の場に主体的かつ公平に参加できる． 
 
２．問題意識と目的 
 

 景観研究を網羅的に検証した柴田ら2) 3) 4)は，50年分以上

にわたる複数分野の研究からキーワードで景観研究を抽

出，精読を経て研究動向を統合的に系譜化している．渡

部ら5) 6)は，地理，造園，工学など研究領域ごとに景観概

念の変遷を比較した．いずれも専門的な知識に基づき読

み解かれることを前提とした成果であり，非専門家を含

む人々にも耐えうる直観的把握やビジュアル化を目的と

したものではない．そこで本論考では景観研究と出会う

とき最初に接触し，目にすることも多い研究の「タイト

ル」に着目し，テキスト分析を用いてどの程度まで研究

内容の把握ができるかを擬似的に探索する．  
 
３．方法 
 
景観研究を一定の条件で網羅しうるテキストのまとま

りとして「景観・デザイン研究講演集」口頭発表タイト

ルを使う．研究動向を可視化するために論文題目を KH 
Coderを用いて分析した既往研究の一部7)  8)を参考にした． 
最初にテキストデータのクリーニングとタグを付加し

た．次にKH Coderで各年を特徴づける語をJaccardの類似

性測度を適用して統計的に算出した表を作成，推移を確

認する．共起ネットワークも探索的に読み，記録する． 
 

４．図表に基づく探索 
  
 上位頻出語の動向を表で確認し，注目した特徴的な単

語にマークを付けた．05年から08年までは，【景観】

【分析】を軸に推移する．08年，09年と10年にパターン

の乱れが見られ，11年をピークに【分析】の関連度は急

激に下がる．代わりに【着目／把握／考察】が特徴的な

動詞として登場し【対象／特性／実態】を明らかにしよ

うとする傾向が読み取れる．05年の１位【デザイン】が

いったん圏外になり，16年以降に強調される傾向，また，

09年に初めて登場した【空間】が2012年以降【景観・風

景】に代わる位置を占めている可能性も興味深い． 
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表表  上上位位頻頻出出語語 ＊抽出140語のうち，重複なくかつ各年5位以内の語に二重線を付した 

 

 抽出語上位60語が相互に有する関連性を示した図が以

下である．円の大きさは語の出現数に対応する．最重要

の三語（景観，風景，デザイン）について見ると，【景

観】は【研究／分析／評価】３つの方向性を持つのに対

し，【風景】は【モデル】と強く結びつく傾向があるよ

うに見える．しかし【デザイン】のようなさまざまな語

と結びつく語が【広場】とのみ関係性を有するように可

視化されていることは，表と相互参照しても違和感があ

り，より適切な表現を追求するための情報や変数の追加，

計算方法の変更，読み解くための補足が必要になる可能

性がある．【都市／空間】など二語の組み合わせによっ

ては複合語等の処理で可視性が高まることも推察できる． 

 
図図  抽抽出出語語・・共共起起ネネッットトワワーークク ＊上位60語 

５．議論 
 
本論考では恣意性を可能な限り避け，景観研究の通時

的な傾向把握を試みて過程を記述した．しかし論文の投

稿カテゴリー，発表セッション名，柴田らによる系譜の

ラベリング等を活用した分析には至っていない．的確な

把握を可能にする内容分析条件の設定に向けて，コーデ

ィングルールの作成と構造化，本文を含めたテキスト分

析や従来の精読による分析との比較検証も課題である． 
 
付録 
本分析用に整形したサンプルは以下よりダウンロードが可能． 
https://researchmap.jp/kazaru/ （パスワード： keikan2019） 
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